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令和２年１２月１１日（金） 午後０時５８分から

午後２時２８分まで

２ 場 所

第１委員会室、第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

尾島保彦、阿部長夫、森誠一、高橋肇、原田孝司、戸高賢史、小川克己

４ 欠席した委員の氏名

な し
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小嶋秀行、馬場林、吉村哲彦、堤栄三

６ 出席した執行部関係者の職・氏名
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７ 出席した参考人の職・氏名

大分地方気象台 防災管理官 立川真彦

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）尾島保彦委員を委員長に互選した。

（２）大分県の気象特性と防災気象情報について、参考人から意見聴取を行った。

１０ その他必要な事項

大分地方気象台防災管理官立川真彦参考人の意見聴取については、福祉保健生活環境委

員会との合同委員会で行った。

１１ 担当書記

議事課議事調整班 主任 阿南絵理

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



土木建築委員会次第

日時：令和２年１２月１１日（金）１３：００～

場所：第１委員会室、第３委員会室

１ 開 会

２ 委員長の互選 １３：００～１３：１５

３ 参考人からの意見聴取 １３：３０～１４：３０

（１）大分県の気象特性と防災気象情報について

参考人 大分地方気象台 防災管理官 立川 真彦 氏

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから、土木建築委員会阿部副委員長

を開きます。

これより、委員長の互選を行います。

お諮りします。互選の方法については、指名

推選によりたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。

〔「投票でお願いします」という者あり〕

御異議がありましたので、互選阿部副委員長

の方法については、投票によることとします。

これより投票を行います。投票用紙を配付さ

せます。

〔投票用紙配付〕

投票用紙の配付漏れはありませ阿部副委員長

んか。

〔「なし」という者あり〕

配付漏れなしと認めます。阿部副委員長

続いて、投票袋を改めさせます。

〔投票袋点検〕

異状なしと認めます。阿部副委員長

念のため申し上げます。投票は単記無記名で

す。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、順

次投票願います。

〔各委員投票〕

投票漏れはありませんか。阿部副委員長

〔「なし」という者あり〕

投票漏れなしと認めます。阿部副委員長

投票を終了します。

開票を行います。投票袋を開き、投票の点検

をさせます。

〔投票点検〕

選挙の結果を報告します。阿部副委員長

投票総数７票、有効投票６票、無効投票１票、

有効投票中、森誠一委員３票、尾島保彦委員３

票です。

森委員、尾島委員がともに３票ですので、こ

れより、くじにより決定したいと思います。

当選と記した札を引き当てた方が当選となり

ます。

それでは、まず、くじを引く順番を決めるく

じ引きを行います。くじに番号を付しています

ので、当てた番号順により、くじを引いていき

ます。引く順番は、議席順とします。

〔くじを引く順番を決めるくじ引き実施〕

一番尾島保彦委員、二番森誠一阿部副委員長

委員と決定しました。

では、委員長決定のためのくじ引きを行いま

す。

〔委員長決定のためのくじ引き実施〕

尾島保彦委員が委員長に当選さ阿部副委員長

れました。委員長が決まりましたので、私はこ

れで交代します。

委員長より、御挨拶をお願いします。

〔委員長挨拶〕

これで、委員長互選を終わります尾島委員長

が、この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」という者あり〕

この後、１３時３０分より、参考尾島委員長

人招致を行います。第３委員会室に、時間まで

にお集まりください。

御苦労さまでした。

午後１時０８分休憩

午後１時３０分再開

ただいまから、井上福祉保健生活環境委員長

福祉保健生活環境委員会、土木建築委員会の合

同委員会を開きます。

まず、私から御挨拶を申し上げます。

大分県議会福祉保健生活環境委員長の井上明

夫です。

土木建築委員長の尾島保尾島土木建築委員長

彦です。

本日は、大分県井上福祉保健生活環境委員長

の気象特性と防災気象情報について、御意見を

伺いたく、大分地方気象台防災管理官立川真彦

様に参考人としてお越しいただきました。
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立川様には、大変お忙しい中にもかかわらず、

お越しいただき、誠にありがとうございます。

本来であれば、私どもが出向いて、御指導を

賜らないといけないところですが、足をお運び

いただきましたことに対し、委員会を代表して、

厚くお礼申し上げますとともに、本日は、どう

ぞよろしくお願いします。

まず、委員が自己紹介をします。

〔委員自己紹介〕

それでは、立川井上福祉保健生活環境委員長

様から自己紹介と、引き続き、本日のテーマに

ついて御説明をお願いします。

皆さまどうもこんにちは。ただい立川参考人

ま紹介いただいた大分地方気象台で防災管理官

をしています立川と申します。本日はどうぞよ

ろしくお願いします。

参考人招致というお名前で、私も若干緊張し

ていますけれども、どうぞお手柔らかにお願い

します。

私からは、さきほど御紹介いただいたとおり、

大分県の気象特性と防災気象情報について御説

明したいと考えています。

まず最初に、簡単にですが自己紹介をさせて

いただきたいと思います。

私、生まれは大分県の湯布院です。気象庁入

庁は昭和６０年４月です。最近ですと、平成２

６年４月に大分地方気象台に配属になり、防災

気象官として、２６年から２７年の２年間、大

分で勤務しています。

その後、平成２８年４月に福岡管区気象台の

予報課に異動になり、土砂災害気象官という役

職を勤めてました。平成２８年は、ちょうど熊

本地震が起きた年で、熊本地震による大雨警報

の基準の設定だとか、土砂災害警戒情報の基準

の見直しとか、そういったものに従事していま

した。

その後、平成３０年４月からは、同じく福岡

管区気象台の防災調査課で調査官をしていまし

た。この中では、自治体とか、教育機関等に対

する防災気象情報の利活用の啓発、あるいは今

年９月に宇佐市で突風がありましたが、こうい

った突風災害だとか、そういった調査業務に携

わっていました。それで今年、令和２年３月、

また大分地方気象台の防災管理官に着任しまし

た。

それでは、早速始めたいと思います。

さきほど申し上げましたが、大分県の気象特

性と防災気象情報についてお話を進めさせてい

ただきます。

ここに御出席の議員の皆さまは、ほとんどが

防災士の資格を取得されていると事前にお伺い

していますので、若干内容が簡易過ぎるだとか、

ちょっと重複する部分もあったりするかもしれ

ませんが、この際、御容赦ください。

本日の説明内容ですが、まず大分県に関する

気象や気象災害について説明します。

次に、段階的に発表している危険度分布を含

む防災気象情報の利活用について御説明します。

最後に、最近の防災気象情報の改善に係る今

後の方向性について少し御説明したいと考えて

います。

まずは、大分県の気象と近年の気象災害につ

いてです。大分県の気象特性について説明しま

す。

そこにあるとおり、大分県の東側は海となっ

ており、周防灘、伊予灘、豊後水道に面してい

ます。一方で、内陸は高い山が連なっているこ

とから、大分県は地理的、地形の影響で複雑な

気候となっています。

大分県の北部は、瀬戸内海式気候、瀬戸内式

気候に属しており、大分県の中では比較的雨が

少ない地域です。冬は北九州地方や関門海峡か

らの季節風の影響で天気が悪く、曇りの日が多

くなります。

内陸の西部では、夏は雷雨が多く、秋から初

冬にかけては日田市、玖珠町などの盆地では霧

が発生するような状況になります。

また、梅雨期間については、ほかの地域に比

べて雨が多いのが特徴です。

南部から中部にかけては、太平洋側気候でも

って、特に南部には温暖で雨が多くて、夏は大

雨、冬は晴天ということが特徴としてあげられ

ます。

続いて、大分県の降水量を見ていきたいと思
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います。

さきほど申し上げたとおり、地理、地形の影

響で雨の降り方にも特徴があります。この図に

ついては、棒グラフは大分県の主な地点の月別

の降水量、その平年値、右上には年間の降水量

の平年値を示しています。月別で見てみると、

６月から７月と、９月に雨のピークがあります。

６月から７月は西部の日田、南部の蒲江で、９

月は南部の佐伯や蒲江で雨量が多くなっている

のが見て取れると思います。

このように、大分県においては、西部や南部

沿岸で雨量が多いという特徴があります。右上

に示している図でも、年間では中部や北部の沿

岸部で少なくて、西部の山岳地帯から山沿い及

び県南東部に雨量が多くなっているのが御確認

いただけるかと思います。

続いて、大分県の大雨の特徴です。

大分県では、大雨のパターンが二つあります。

一つは、南西から暖かく湿った空気が次々と流

れ込んで梅雨前線の活動が活発となることで、

西部を中心とした大雨になることがあります。

令和２年７月豪雨がこれにあたります。

もう一つは、低気圧や台風が大分県の南側に

あるときに、南東風の影響によって海上から湿

った空気が次々に流れ込んで大雨になります。

こういった大雨の特徴もあり、大分県では西部

と南部の南東部沿岸で雨量が多くなっていると

考えられます。

これまで大分県に大きな災害をもたらした大

雨、近年では、平成２９年７月の九州北部豪雨、

あるいは平成２９年の台風第１８号による大雨

がこういったパターンに該当すると考えていま

す。

これは短時間強雨の発生の経年変化を見たグ

ラフです。

１９７６年から２０１８年の４３年間の九州

・山口県のアメダス１８０地点における１時間

に５０ミリ以上の年間発生回数を示したもので

す。

１時間に５０ミリ以上、８０ミリ未満の雨を

非常に激しい雨と表現しています。こういった

雨は、滝のように降る、あるいは傘が全く役に

立たない、車の運転が危険となるような降り方

です。また、多くの災害が発生するような雨の

降り方で、昨年の台風第１９号のときも、１時

間に５０ミリ以上の雨が降ったところで被害が

多くなっています。

このグラフを見てみると、発生回数が突出し

た年もありますけれども、長期変化の傾向を示

す赤線は右肩上がりになってきており、短時間

に降る非常に激しい雨の頻度が多くなっている

ことが分かると思います。

年間発表回数、年間の発生回数については、

１９７６年から１９８５年の平均回数７１．２

回、これと比べて、２００９年から２０１８年

の平均回数１０６．８回で、約１．５倍に増加

していることが見て取れます。

このように近年、１回の雨の量が増えている

ことが災害の激甚化をもたらしていると考えて

います。約１．５倍ということですね。

それでは、近年の大分県の大雨事例について、

気象状況等を少し振り返ってみたいと思います。

３年前、平成２９年７月九州北部豪雨があり

ました。この豪雨では、九州で初めて大分県と

福岡県に大雨特別警報を発表しています。左の

写真は久大本線の花月川に架かる橋梁の流出、

右側の図は土石流の発生現場です。

左下に、大分県と福岡県の被害状況を示して

いますけれども、多くの方が犠牲となり、住宅

の損傷とか、浸水の被害が発生しました。

右側に雨の状況を示していますけれども、１

時間雨量や２４時間雨量は観測史上１位という

記録的な大雨が降りました。

さきほど平年値の中でひと月に３５０ミリと

いう数字をお示ししましたが、今回のこの降水

量を見ていただくと分かるんですけれども、１

日で５００ミリ、あるいは３００ミリを超える

大雨が降った影響で甚大な災害が発生しました。

続いて、平成２９年九州北部豪雨の大雨の概

要について説明します。

左に地上の天気図をお示ししていますけれど

も、このときは、梅雨前線に向かって暖かく非

常に湿った空気が流れ込んだ影響で大気の状態

が非常に不安定となっていました。福岡県筑後
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地方から大分県西部、北部にかけて線状降水帯

が形成、維持され、同じ場所に猛烈な雨を継続

して降らせたという状況でした。

左下に７月５日から６日の総降水量を示して

いますけれども、この２日間で狭い範囲に４０

０ミリから５００ミリの雨が降った状況です。

続いて、その翌年、平成３０年７月豪雨と気

象庁が名称を定めた豪雨災害がありました。こ

の豪雨では、全国で１１府県に大雨特別警報を

発表しています。６月２８日以降、台風第７号

あるいは梅雨前線の影響によって大雨が降りや

すい状況が続いており、西日本を中心に全国で

広い範囲に記録的な大雨が降りました。このと

き、大分県では負傷者が２名、住家被害も発生

しました。

ここにお示しするのが、今年７月の令和２年

７月豪雨の大雨の概況です。これは記憶に新し

いところですが、７月６日から８日にかけて梅

雨前線が九州付近に停滞、九州付近では梅雨前

線に沿って西から流れ込んだ水蒸気と太平洋高

気圧の周辺を回る南からの水蒸気が大量に集ま

りやすい状況が継続しました。

この影響のため、九州では複数の線状降水帯

が発生して、広範囲で記録的な大雨となりまし

た。

左下に７月６日から８日９時にかけての総降

水量を示していますけれども、この３日間で西

部を中心に４００ミリを超える雨が降っていま

す。椿ヶ鼻はちょっと山間部になるんですけれ

ども、こういったところでは８００ミリを超え

る大雨となっています。

さきほど九州では複数の線状降水帯が発生し

て、広範囲で記録的な大雨となったと御説明し

ましたけれども、そこの図のとおり、九州では

線状降水帯が比較的長い間継続的に多数発生し

ていた状況です。７月３日１２時から８日１２

時にかけて、九州では９事例の線状降水帯が発

生しました。この中で見てみると、大分県に影

響を与えたものは項番で言うと７番から８番で

す。

令和２年７月豪雨、平成３０年７月豪雨、平

成２９年７月九州北部豪雨と事例を三つ並べて

いますけれども、特徴的なのは、さきほど申し

上げたとおり、平成３０年７月豪雨では西の広

い範囲でこういった大雨になった。令和２年７

月豪雨と平成２９年７月九州北部豪雨では局地

的な大雨が発生したということです。

続いて、ここからは防災気象情報の利活用に

ついて御説明します。

気象台が発表する防災気象情報の種類をここ

に掲載しています。気象災害、地震・津波災害、

火山災害といった自然災害がありますけれども、

それぞれ災害対象に必要となる防災気象情報を

発表しています。

これらの防災気象情報は、注意報、警報、特

別警報とこれらを補完する気象情報といった体

系が基本となっています。

本日は時間の関係もあるので、気象に関する

防災気象情報について御説明します。

これは気象台が発表する警報等の種類をまと

めたものです。ここに示す黄色いものは注意報

で、災害が起こるおそれのあるときに発表しま

す。警報のない注意報を含めて、１６種類あり

ます。赤色で示しているのが警報で、重大な災

害が起こるおそれのあるときに発表します。警

報の種類は７種類です。

大雨警報については、土砂災害と浸水害に分

けて発表しています。一番上に示している黒色、

特別警報と書いていますけれども、これについ

ては重大な災害の起こるおそれが著しく大きい

ときに発表する警報です。

この特別警報は６種類で、洪水については特

別警報がありません。これは全国約４００の河

川において、各河川の水位状況に応じた指定河

川洪水予報を発表していることによるものです。

洪水予報については、後ほど改めて御説明し

ます。

昨年、住民の避難行動を５段階に分けた警戒

レベルが運用開始されています。気象台では、

この警戒レベルを踏まえ、防災気象情報と警戒

レベルの対応を明確にして提供して、住民の自

主的な避難行動、避難判断を支援しています。

この中で、警戒レベルの１と２、これはまた

後ほど御説明しますけれども、これについては
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気象台が発表する早期注意情報、警報級の可能

性と言われるもの、または大雨注意報が対応付

けられたものです。

警戒レベル３より上のもの、３から５につい

ては、市町村が発令する避難情報が対応付けら

れています。

この赤枠で囲まれた気象台が発表する情報は、

警戒レベルに相当する情報となっています。大

雨警報は警戒レベル３に相当する情報、土砂災

害警戒情報は警戒レベル４に相当する情報とし

て対応付けて発表しています。

こういった情報が発表された際には、市町村

から発令される避難情報に留意していただく、

あるいは気象台が発表する情報を自主避難の判

断の参考にしていただきたいと考えています。

では、ここからは大雨に関する防災気象情報

について御説明します。

この図は、大雨時の防災気象情報発表のタイ

ミングを示したものです。上から下に向かって

大雨の危険度が高まってくることを示していま

す。

大雨の可能性が出てくると、さきほど申し上

げたとおり早期注意情報（警報級の可能性）、

あるいは１日前には予告的な大雨に関する気象

情報を発表しています。

さらに、大雨の可能性が出てくると、早期注

意情報や１日前には予告的に発表する気象情報

に加えて、大雨となる数時間前にかけてそれぞ

れの災害に対する注意報、あるいは警報を発表

して、注意や警戒を呼びかけています。

ここに示す土砂災害については、さらに危険

度が高まると土砂災害警戒情報を発表します。

雨の状況によっては、ここに示しているとおり、

記録的短時間大雨情報を発表することがありま

す。こういう情報が発表されると、何らかの災

害が既に発生している可能性が高いことも考え

られます。

洪水害については、一般の洪水警報、注意報

とは別に、さきほど説明したとおり、大きな河

川については指定河川洪水予報を発表して注意

や警戒を呼びかけています。

こういったように、気象台においては、段階

的に防災気象情報を発表しているので、さきほ

ど申し上げたとおり、早期注意情報を基に、数

日前からの心構えをしていただき、より具体的

な対応や準備をお願いしたいと考えています。

ここからは、この中からいくつかの情報につ

いて具体的に御説明したいと考えています。

これは早期注意情報（警報級の可能性）とい

うものです。これは最も早く大雨の可能性を知

ることができる情報になります。

ここでは、５日先までに警報級の現象が起こ

り得る可能性を「高」、「中」の２段階で発表

しています。翌日までについては、昼間や夜間

の時間帯、２日先から５日先は、１日単位を対

象として１日３回発表しています。警報級の可

能性「高」については、警報発表中や警報級の

現象の可能性が高い場合、「中」は、「高」ほ

ど警報級の現象の可能性は高くないんですけれ

ども、警報級の現象の可能性がある場合に発表

しています。

ここにお示しする２日先から５日先までにつ

いては、台風だとか低気圧、前線などの相関規

模、大規模な現象が対象です。

活用方法については、例えば、夜間に警報級

の可能性の「中」が出ているような状況の場合、

今すぐ避難等の対応をする必要はないんですけ

れども、深夜の警報の発表を想定して心構えを

高めていただきたいと思います。

警報級の可能性の「高」あるいは「中」が２

日先から５日先に発表された際には心構えを早

目に高めて、これから発表される気象情報にぜ

ひ留意いただき、早目の備えに活用していただ

きたいと考えています。

ここは危険度を色分けした時系列になります

けれども、大雨の半日前から数時間前になると、

段階的に注意報あるいは警報を発表していきま

す。発表している注意報や警報の文字情報の下

になりますが、危険度を色分けした表を付して

提供しています。３時間ごとに２４時間先まで、

警報級の現象が予想される時間帯には赤色、注

意報級の現象が予想される時間帯には黄色で表

示しています。

これを見ていただくと、今後の危険度の高ま
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り――ピークを視覚的に把握することが可能に

なります。雨量などの量的な予想も時系列的に

提供しているので、こちらを御確認いただきた

いと思います。

また、その種類のところに発表状況を色でお

示ししているんですけれども、警報に切り替わ

る可能性が高い注意報については、黄色のとこ

ろに赤い斜線で示しており、視覚的に確認する

ことも可能です。

次に、府県気象情報について御説明します。

右に掲げているものが実際に発表した情報で

すけれども、警報や注意報の発表にさき立って、

注意を呼びかけたり、警報や注意報の内容を補

足するために発表しています。

右側に掲載しているのは、今年７月に発表し

た大雨に関する気象情報ですけれども、気象情

報の種類としては、例えば、大雨と落雷とか、

いくつかを組み合わせた標題で発表することが

あります。府県気象情報は、見出しと本文で構

成されていますけれども、この見出し部分につ

いては、報道機関等で活用できるよう、最も伝

えたいことを記述しています。

続いて、土砂災害警戒情報について御説明し

ます。

大雨警報の土砂災害という警報がありますけ

れども、こういった警報発表中に土砂災害発生

の危険度がさらに高まった状況になりますと、

対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける

のが土砂災害警戒情報です。これについては、

県の砂防課と気象台で共同で発表している情報

です。

土砂災害警戒情報や大雨警報の土砂災害が発

表されたときには、この右側の図に示している

土砂災害の危険度分布で危険度が高まっている

地域をぜひ御確認いただきたいと考えています。

そのほかにも、浸水害と洪水警報の危険度も

ありますけれども、これについては後ほど御説

明します。

実際の７月６日の状況ですけれども、日田市

等で紫色が示されているのが見て取れると思い

ます。この危険度分布の活用方法について御説

明したいと思います。

そこに示している図の２番から５番のグラフ

のうち、一番右側のグラフの５番、このように、

雨の土壌雨量指数と雨の実況値が既に土砂災害

警戒情報の判断基準以上になった場合――濃い

紫色のところですけれども、こういう段階にな

ると命に危険が及ぶような土砂災害が既に発生

していてもおかしくない、この段階までには安

全な場所への避難完了をしておくことが必要と

いう状況です。

このため、避難にかかる時間を考慮して、グ

ラフの４のように、２時間先までの予測値が土

砂災害警戒情報の判断基準以上に予想された場

合――ここで示している色で言うと薄紫になり

ますけれども、こういった状況の際には速やか

に土砂災害警戒情報を発表するように気象台で

は努めています。当然、県と共同してというこ

とになります。こういった場合は土砂災害警戒

区域等にお住まいの方については遅くともこの

段階、薄紫の段階で避難を開始していただくこ

とが大変重要です。

さらに、高齢者等の避難に要する時間を考慮

して、大雨警報の土砂災害警戒情報よりも１時

間程度早く発表できるように、判断基準を定め

ています。グラフで言えば３の大雨警報の基準

に到達と書いてありますけれども、警報の判断

基準以上となると予想された時点で、高齢者等

は避難を開始することが大変重要です。

続いて、記録的短時間大雨情報についてです。

これは今年７月７日、８日にかけても、７日は

日田市と玖珠町、８日には竹田市と豊後大野市

に発表した情報です。これは数年に一度程度し

か発生しないような短時間の大雨を実際に観測、

あるいはレーダー等を用いて解析したときに発

表する情報です。

警報や土砂災害警戒情報については、これは

予想で発表する情報ですけれども、この情報は

実際にその地点で大雨が降っている実況を伝え

る情報です。災害の発生につながるような、ま

れにしか観測しない雨量であることをお知らせ

するための情報ということになります。

このような記録的短時間大雨情報が発表され

たときには、土砂災害、浸水害、洪水害の危険
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度分布を確認していただき、どの災害の危険度

が高まっているのかを実際に御確認をいただき

たいと考えています。

さきほどお話しした指定河川洪水予報につい

て少し御説明します。

一般の河川については、洪水注意報、警報で

注意、警戒を呼びかけることになりますけれど

も、大きな河川で洪水により重大な災害のおそ

れがあるものについては、区間を決めて水位を

示した洪水の予報を行っています。また、河川

が氾濫した後は、浸水する区域とその水深の予

想も行っています。指定河川洪水予報について

は、そこの表に示してあるとおり、河川名と危

険度レベルに応じた情報を組み合わせて発表し

ています。

大分県においては、左下の図に示すとおり、

県の指定河川は駅館川一つで、あとは山国川、

大分川、大野川、番匠川という国河川がありま

す。一部、筑後川は日田市に流れ込んでいます。

続いて、危険度分布について少し触れておき

たいと思います。

雨の降り方、あるいは降る場所によってもた

らされる災害は大きく異なってくるので、ふだ

んからこういった危険度分布を活用して事前に

把握していただくことが必要です。大雨による

土砂災害、浸水害、洪水害、こういったものを

把握していただくためのツールということにな

ります。

皆さんもよく活用されると思うんですけれど

も、大雨が降っている場所というのは、一番上

に示してあるこの高解像度降水ナウキャスト、

一般的には気象レーダー、あるいはレーダーと

呼んでいますけれども、こういったレーダーを

活用して、雨雲の状況を確認できますけれども、

災害の発生する場所や時間については、このレ

ーダーと必ず一致するかというと、そうとは限

りません。

この危険度分布については、危険度を５段階

に色分けして提供していますので、土砂災害、

浸水害、洪水害の危険度がどこの地域で高まっ

ているかを視覚的に確認することができます。

これは、令和２年７月豪雨の危険度分布、７

月７日の午前１時から午前８時、ちょっと時間

が短いですけれども、危険度分布を表した図で

す。時間の送りが早くて分かりづらいと思うん

ですけれども、雨の降り方に応じて警報の浸水

害だとか、土砂災害だとか、河川の流域におけ

る危険度の状況が刻々と変わっているのが見て

取れると思います。

左の図は今年の７月８日の０時４０分に、こ

の時間帯に大分川に氾濫発生情報が発表されま

したけれども、このときの洪水警報の危険度分

布を示しています。

洪水警報の危険度分布については、指定河川

洪水予報の発表対象ではない、いわゆる中小の

河川、水位周知河川あるいはその他の河川を対

象に、洪水災害発生の危険度の高まりを予測し

ています。

この危険度分布を見ていただくことで、どこ

で危険度が高まるかを面的に確認することが可

能となります。

この洪水警報の危険度分布ですが、堤防の決

壊によって、例えば、河川から水があふれてく

ることを外水氾濫と呼んでいるんですけれども、

こういった外水氾濫のみならず、河川の増水が

原因で周辺の支川、あるいは下水道から合流し

て排水が滞ることによって発生する支川の外水

氾濫、下水道の氾濫、湛水型の内水氾濫につい

ても、この表示されたボタンを押すことで、災

害発生の危険度を表示することが可能です。

ここまで危険度分布について、割愛して御説

明しました。これは記憶に新しいところですけ

れども、平成２９年の九州北部豪雨災害におい

ては、日田市の小野川で地すべりで斜面が崩壊

しました。ここで、小野川の氾濫の事例につい

て少し御説明します。

写真は、危険度分布の黒い点線の場所になり

ます。ここの黒い点線のところですね。１４時

３０分の危険度分布に赤色の警戒の部分が出現

しました。この時点ではまだ写真を見ていただ

くとお分かりのとおり、まだ氾濫は発生してい

ない状況です。３時間先までに重大な災害とな

る可能性があるということをこの赤色は示して

います。
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その３０分後がこの右側の図です。危険度分

布に薄紫色の非常に危険というものが出現しま

した。川の水は増水はしていますけれども、ま

だ家の周りの芝生は浸水していない状況で、橋

を渡って対岸にも避難することが可能な状況で

す。

その３０分後、これは１５時３０分を見てい

ただくと分かりますけれども、家の周りはもう

既に浸水してしまって、橋には激流がぶつかっ

て、しぶきが上がっている状況です。こういう

状況になると、対岸に移動することも不可能で

す。

このときの危険度分布を見ていただくと、濃

い紫で、極めて危険という状況が出現していま

す。このように、濃い紫が出現してからでは避

難が困難というおそれがあります。こうなる前

に避難が可能な薄紫の時点で安全な場所に避難

することが大変重要になります。

ここからは、気象庁が本年度新たに取り組む

防災気象情報の改善に係る今後の方向性という

ことで、少し情報提供させていただきたいと思

います。

今年３月に学識経験者等による防災気象情報

の伝え方検討会が開催されました。１２月９日

にも同様の伝え方検討会が新たに開催されてい

ますが、ここでは今年３月に開催された伝え方

検討会を基に気象台が改善した施策について、

少しその一部を御説明、御紹介したいと思いま

す。

令和元年の東日本台風、台風第１９号の際に、

大雨特別警報の解除をきっかけに避難先から戻

った住民がいるということ、安心情報と受け取

られたおそれがあったという課題がありました。

このため、大雨特別警報の解除を警報に切り替

えるという表現に改善しました。切替えにさき

立ち、国土交通省等の本省と気象庁との合同記

者会見を行い、最高水位の見込みとか、最高水

位となる時間帯などの今後の洪水の見込みにつ

いて改正します。

そこの上にＪＥＴＴと書いていますけれども、

これは気象庁防災対応支援チームで、平成３１

年３月に創設されたものですが、気象庁が、例

えば、市町村や、県の防災対応部局に職員を派

遣して防災支援を行うといった取組も始めてい

ます。

続いて、大雨特別警報の改善について御説明

します。

大雨特別警報の予告、あるいは発表の際に、

特別警報を待ってから最善を尽くせば助かると

いった印象を回避するため、特別警報を待って

から避難するのでは命に関わる事態になるとい

う手遅れ感が確実に伝わるような表現に改善し

ました。

具体的には、特別警報未発表の市町村につい

ては、特別警報の発表を待ってから避難するの

では手遅れですよといった表現、発表済みの市

町村については、もはや命を守るために最善を

尽くさなければならない状況ですといった呼び

かけに変えています。これは今年の出水期から

こういった改善を行いました。

続いて、大雨特別警報の発表の指標の改善に

ついて御説明します。

大雨の特別警報は、そこに書いているとおり、

一つ目として短時間指標、二つ目として長時間

指標といった基準のいずれかを満たし、さらに

雨が降り続くと予想される地域の中で、さきほ

ど御説明した危険度分布の５段階の中で、最大

の危険度が出現している市町村等に発表します。

この指標については、今年の７月３０日、こ

の大雨特別警報の指標のうち、上段に書いてい

る短時間指標の土砂災害をより災害に特化した

ものに改善を行いました。

ここに示す５０年に一度という値は、統計的

に求めた値です。具体的な改善内容について、

次に御説明します。

現行においては、図の上段にお示ししている

とおり、３時間降水量及び土壌雨量指数――土

の中の水分量を示すものですけれども、これが

１０格子以上出現して、さきほど御説明した危

険度分布において土砂災害の最大の危険度――

濃い紫ですが、こういったものが出現した場合

に発表することにしていました。

今年の改善後については、危険度分布の土砂

災害において、基準値以上となる１キロ格子が
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おおむね１０格子以上まとまって出現すると予

想されて、さらに雨が降り続くと予想される場

合には、その格子が出現している市町村に大雨

特別警報を発表することになります。少し分か

りづらいかもしれませんけれども、このように、

より災害に特化した基準に見直したということ

です。

ちなみに、今年の７月豪雨の際、大分県では

大雨特別警報は発表されませんでした。大分県

で見ると、７月７日の早朝、それと７日の深夜

に危険な局面がありました。７日深夜の時点に

おいては、ここで示す長時間指標の格子数を満

たしていたということになりますけれども、さ

らに大雨が続く状況ではないと判断したことか

ら、大雨特別警報、長時間指標の発表には至ら

なかったという状況でした。

続いて、台風を要因とする大雨特別警報を少

し御説明します。

台風を要因とする大雨特別警報の基準は、そ

こに書いているとおり、中心気圧が９３０ヘク

トパスカル以下、または最大風速５０メートル

以上の台風等が来襲する場合に特別警報を発表

するとしてますが、この台風を要因といする特

別警報については、今年の台風第１０号が記憶

に新しいと思います。

現行の基準では、台風を要因とする特別警報

の指標に図の青い枠で囲んでいるところがあり

ますけれども、今年の８月２４日からは、台風

等を要因とする大雨特別警報は発表しないとし

ています。ちょっと分かりにくいので少し説明

させていただきますけれども、台風を要因とす

る大雨特別警報を発表しないことにより、より

災害に特化した基準で発表できるようになりま

した。この図を見ていただきたいんですけれど

も、台風を要因とする特別警報は、今年の台風

第１０号でもそうだったと思うんですけれども、

大体２４時間前に気象庁で記者会見を行って厳

重な警戒を呼びかけたり、あるいは特別警報に

ついては現象が予想されるおよそ１２時間前に

特別警報を発表することになっています。

図を見ていただくと、現行では警戒レベル３

相当でもう既に大雨特別警報が発表される状況

になっていますけれども、改善後はここにお示

ししたとおり、災害が既に発生している可能性

が極めて高い状況で大雨特別警報が発表される

ことになります。これまでは、大雨警報を発表

していたら大雨特別警報が発表された段階で警

報は全て大雨特別警報となっていたんですけれ

ども、それが基準を見直したことにより、災害

との関係性がより高いものに改善されました。

最後に、まとめで書かせていただきました。

近年の大雨災害のところでも御説明させてい

ただきましたけれども、雨の降り方が近年大き

く変わっていて、極端な気象現象が発生してい

るということを認識しておく必要があると考え

ています。

それと、さきほど申し上げたとおり、特別警

報の発表を待つのではなくて、段階的に発表さ

れる気象情報等を活用して早目の対応をお願い

したいと、気象台として呼びかけています。

また、気象情報は、技術的な誤差がどうして

もあるので、気象状況の変化に伴って情報も刻

々と変わっていきます。常に最新の気象情報を

利用して対応をお願いしたいと最後に申し上げ

て、私からの説明を終わりたいと思います。御

清聴ありがとうございました。（拍手）

ありがとうございました。尾島土木建築委員長

これより意見交換に入りますが、ざっくばら

んに行いたいと思います。御質疑や御意見、御

提案など、何でも結構ですので、お願いします。

今日はありがとうございます。木田委員

気象予報についてちょっとお尋ねします。

最近、スーパーコンピューターとか、いろい

ろ技術も発展して、気象予報の正確性が高まっ

てきていると思うんですが、今回の７月豪雨で

言えば、どの時点で、雨が降る何日ぐらい前に

危険の予想ができていたのかを教えていただき

たいと思います。

今回はチベット高原でできた雲が最終的に東

シナ海から九州山地にぶつかったことによる大

雨ではないかと思うんですけれども、気象台で

はインド洋を見ているとか、チベット高原の状

況を見ているとか、どういったところを重点的

に見ながら予報を立てているのか。１週間前な
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ら１週間前でいいんですが、行政と危険予想を

どの時点で共有化しているか、その辺をちょっ

と教えていただきたいと思います。

まず、どの時点から予想が組み立立川参考人

てられるかですけれども、相関規模の気象現象

――例えば、台風だとか、低気圧とかですと、

台風は御承知のとおり５日前からずっと予想し

ており、予想の精度自体も向上しているので、

進路、強度等は若干弱まったり、減衰等はあり

ますけれども、ほぼ正確に予想されていると考

えています。

ただ、さきほど御説明したような、平成２９

年の九州北部豪雨であったりだとか、令和２年

７月豪雨のような豪雨は、なかなか予測が困難

なこともあります。

さきほどから線状降水帯の御説明もさせてい

ただきましたけれども、気象庁としては、ここ

に書いてあるとおり、線状降水帯に関する豪雨

の情報提供の改善ということで、まだこれがい

つの段階になるかというのは分からないんです

けれども、来年の出水期からは線状降水帯とな

る可能性のある降水域を検知して、気象情報で

注意喚起できるような取組を検討しています。

それと、今般、報道等も含めて、線状降水帯

という言葉が一般の方にも知れ渡っているので、

線状降水帯による降水予測等についても、２０

２２年から半日ぐらい前からこのような線状降

水帯による大雨となる可能性の情報提供を実施

したい。これは先のことになりますけれども、

２０３０年には半日ぐらい前から線状降水帯に

よる集中豪雨に伴う危険度分布で情報を提供し

たいと、施策として目指して取り組んでいます。

さきほど記録的な雨の要因ということで、チ

ベット高原の話もありましたけれども、今年の

７月豪雨の記録的な大雨の要因は、日本付近に

梅雨前線が停滞し続けて、前線に沿って西から

流入した水蒸気と南西にあった太平洋高気圧の

影響で水蒸気が日本付近で集中したことが大き

な要因ではないかと考えています。

ありがとうございました。木田委員

線状降水帯は半日前ぐらいまでのスパンでし

かまだ今の技術では難しいということで、これ

から進んでいくと思うんですが、ダムの事前放

流とかのタイミングもなかなか難しいのかなと

いう気がします。ある学者の御意見で、気象庁

から発表される天気図とかレーダーの画像なん

ですが、ぜひインド洋ぐらいから写していただ

けると、気象変動は今地球規模で起きているん

だということが、意識できるようになるのでは

ないかというものがありました。そういうマッ

プの広域化もぜひ気象台の皆さんで取り組んで

いただけるとありがたいです。

分かりました。御意見として頂戴立川参考人

しましたので、機会があれば、上部機関に伝え

たいと思います。

ありがとうございます。藤田委員

私は大分市で消防団に入っているんですけれ

ども、消防団は大分川沿いで河川の氾濫の危険

な時間帯になると呼び出しがあって、古国府か

ら長浜付近の水門に立つんですね。水門操作に

入るんですけれども、過去１０年ぐらいを振り

返ってみると、台風以外で呼び出されるのがほ

とんど夜間なんですね。大分川が氾濫するよう

な大雨が降る時間帯が特に特徴としてあるんだ

ろうかというのがずっと気になっているんです

けれども、いかがでしょうか。

気象台では時間帯がいつになるか、立川参考人

そういった検証は、はっきり言ってしていませ

ん。たまたま──たまたまと言うと語弊がある

かもしれませんけれども、結果的にそういう気

象状況が夜間に発生しやすい状況にあったとい

うことは言えると思いますけれども、客観的な

検証はしていませんので、ここで私が回答する

ことはいたしかねます。

もし機会があったらぜひ一度調べて藤田委員

いただけると。夜出動する準備で対応したいと

思いますので。

気象台でも大雨等の現象が生じた立川参考人

際、例えば、大規模な災害が発生するような状

況、あるいは特異な現象が発生するような状況

の場合には即時検証だとか、気象台の中でも研

究論文をまとめたりとかしています。そういっ

た傾向があるのかどうかを自己検証する機会は

あるので、ぜひ取り組みたいと思います。
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大変ありがとうございます。河野委員

私どもは、１０の県本部の体制として、高解

像度降水ナウキャストの６時間先、１２時間先

の降水の状況を、分布図を見ながら、こういう

状況になっているぞと、全所属の市町村の議員

に対して、自分の地域がこういう状況になると

よく見なさいと。それによって、高齢者等早期

の避難が必要な人たちに声かけを始めろと指示

も出しているんです。何回も研修をやるんです

けれども、自分で危険度の認識がなかなかでき

ないので、いろんな人に声をかけるにも、自信

を持って逃げなきゃいけないんだとなかなか言

いづらいという声があります。そういった意味

で、この点とこの点とこの点を見れば、そうい

った危険度についてしっかりと地域の皆さんに

訴えられるという情報を絞って、これとこれと

これを少なくとも見た方がいいよというのがあ

れば教えていただきたいです。

お住まいになっている地域によっ立川参考人

て、どういった災害のリスクがあるのかという

のはそれぞれ異なると思います。

例えば、崖の近くに住んでいない方は、いく

ら土砂災害の危険が出ても別に避難する必要は

ありませんし、河川の近くに住んでいない方は、

いくら河川の水位が上がろうとも避難する必要

はないと思います。やはり私どもが今取り組ん

でいるのは、防災気象情報の利活用、普及啓発

という中で、自分の住んでいる地域の災害リス

クを知るということをお伝えすることです。大

分県においても高齢者が増えており、避難を呼

びかけるにしてもなかなか伝わりにくい。Ｉｏ

Ｔだとか、インターネットとかありますけれど

も、なかなか伝えにくいということもあって、

それをどうしていけばいいのかというのは気象

台の中でもなかなか答えが出ていません。気象

台も大分大学とも連携していますけれども、そ

ういった様々な機会につけ、国の機関、国交省

にも普及啓発等もしています。そういう中で災

害のリスクを知るといった呼びかけですね。自

分の住んでいるところにはどういった災害の可

能性があるのかを自覚していただく、知ってい

ただく取組を地道に進めていくしか方法がない

のではないかと。私の個人的な考えも少しあり

ますけれども、これまで普及啓発に取り組む中

で感じています。

ありがとうございました。河野委員

ほかに何かありませんか。尾島土木建築委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないの尾島土木建築委員長

で、これで参考人との意見交換を終わります。

最後に、私から一言お礼を申し上げたいと思

います。本日、大変詳しい御説明と解説をいた

だきました。本日の内容をしっかりと防災・減

災対策に、県議会としても全力で取り組む所存

です。ぜひ今後とも、お力添えをいただきたい

とお願い申し上げまして、お礼の言葉とさせて

いただきます。本日は、お忙しい中ありがとう

ございました。

〔立川参考人退室〕

以上をもちまして、土木尾島土木建築委員長

建築委員会を終了します。お疲れさまでした。

土木建築委員の皆さまは御退出ください。


